
伝統の「技」に
地元農産物活用を融合させて
海外展開を目指す
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　1805（文化2）年の創業
当時に建てた土壁の酒蔵で、
あえて室内の温度調節は行
わず、自然に任せ、手間を掛
けた酒造りを続ける同社。播
州の名峰・雪彦山の伏流水
と播州産山田錦を原材料に
「雪彦山」「金壺」の2ブランド
で20種類近い製品を市場に
送り出しています。
　壺坂良昭専務は、東京農
業大学卒業後、蔵に入ったの
を機に、蔵主自身が酒造りも行うオーナ
ー杜氏として一歩を踏み出しました。大

学での限られた量
の酒造りとの違い
に戸惑いながら、
仕事を終えた後は
近くの酒蔵で基本
を教わり、自分の蔵
で試しながら酒造り
を体得していきまし
た。試行錯誤を繰
り返して「自分の役
割は酵母菌を伸び
伸びと発酵させる
ことだと5年ほど前
に気付いた」と壺
坂専務は言います。
以来、もろみの温
度変化を円滑にし
て「やさしい酒造り」
を目指すとともに、
製造する酒の種類
ごとに明確なテーマ

を持った造りを行うようにし、次第に多く
のコンテストで高い評価を得るようになり
ました。
　同じころ、原料に使う山田錦の農作業
を手伝ったことをきっかけに「農家の方
の苦労を知り、生産者の思いに気持ちが
向くようになった」と壺坂専務。地域農業
の振興の一助になれればと、蔵に隣接
する神河町の特産であるユズと日本酒を
組み合わせたリキュール「柚

ゆず

丸
まる

」を開発
しました。懇意にしている香港の飲食店に
「柚丸」を提供したところユズの風味が
評判を呼び、着実に輸出量を増やしてい
ます。夢前町産イチゴを使ったリキュール
も毎年限定で販売しているほか、輸出用
にコーヒーリキュールの製造を始めました。
　地域に思いをはせ考えを巡らせてい
るとわくわくするという壺坂専務。「廃棄物
になる酒粕を肥料に混ぜてできた地元
産米を使って酒を造りたい」「姫路城に
来た外国人観光客を夢前町に民泊して
もらうルートを作りたい」とアイデアを実現
させていく挑戦は続きます。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。
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「成長期待企業のイチオシ！」の壺坂酒造を訪ねた折
は、初搾りの新酒を出荷する多忙なタイミングでした。
造りだけでなく営業も配達もこなす壺坂専務にとって、
これから2月の甑（こしき）倒しの時期までは、繁忙が
続きます。

編集後記
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http://web.hyogo-iic.ne.jp/

神戸市中央区雲井通５-３-１ サンパル６階
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ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

壺坂酒造株式会社／所在地：姫路市夢前町前之庄1418-1／代表取締役社長：壺坂正昭
事業内容：日本酒、リキュール類の製造

079-336-0010／ http://seppiko.shop-pro.jp/

◎壺坂酒造株式会社の
　ユズを使ったリキュール

1805年建築の蔵が残る姫路市夢前町の本社

ユズを使ったリキュール「柚丸」


